







































１）たとえば、Barnes（2006）, Norberg et. al（2007）, Rifon et al.（2007）, Pötzsch（2009）など。
２）ノルウェーの「オペラ・ソフトウェア社」が、米国、日本、ロシアの 18歳以上を対象に YouGov 社に依頼して
行ったオンライン調査（2011年 1月 19日から 24日に実施）では、いずれの国においても、オンライン上のプ
ライバシー侵害や詐欺の方が、「テロ攻撃」や「破産」「家庭への攻撃」よりも心配されている、との結果になっ


























その単純集計の結果では、a が 15.0％、b が
65.0％、c が 20.0％となった。男女別では、男子
学生では、a が 21.1％、b が 55.3％、c が 23.7％、
























































注意して生活している 8（66.7％） 4（33.3％） 0（ 0.0％） 12
多少は注意している 10（16.1％） 39（73.6％） 5（ 9.4％） 52
あまり注意していない 2（12.5％） 10（62.5％） 4（25.0％） 16
合計 20（25.0％） 53（66.3％） 7（ 8.8％） 80










有名人になりたい 特になりたいとは思わない 絶対になりたくない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 2（16.7％） 8（66.7％） 2（16.7％） 12
多少は注意して生活し
ている 8（15.4％） 39（75.0％） 5（ 9.6％） 52
あまり注意していない 6（37.5％） 8（50.0％） 2（12.5％） 16
合計 16（20.0％） 55（68.8％） 9（11.3％） 80
表 3 「自己のプライバシー意識」と、「有名人へのプライバシー侵害への態度」
よいこと、必要なこと 特に考えたことがない よくないこと、不必要なこと 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 2（16.7％） 4（33.3％） 6（50.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 3（ 5.8％） 21（40.4％） 28（53.8％） 52
あまり注意していない 2（12.5％） 4（25.0％） 10（62.5％） 16
合計 7（ 8.8％） 29（36.3％） 54（67.5％） 80
表 4 他人へのプライバシー配慮意識と、有名人へのプライバシー侵害
よいこと、必要なこと 特に考えたことがない よくないこと、不必要なこと 合計
他人のプライバシーに
配慮して生活している 1（ 5.0％） 6（30.0％） 13（65.0％） 20
多少は配慮して生活し
ている 6（11.3％） 21（39.6％） 26（49.1％） 53
あまり注意していない 0（ 0.0％） 2（28.6％） 5（71.4％） 7
合計 7（ 8.8％） 29（36.3％） 54（67.5％） 80
表 5 有名人願望と有名人へのプライバシー侵害
よいこと、必要なこと 特に考えたことがない よくないこと、不必要なこと 合計
有名人になりたい 3（18.8％） 3（18.8％） 10（62.5％） 16
特に有名人になりたい
とは思わない 3（ 5.5％） 24（43.6％） 28（50.9％） 55
絶対になりたくない 1（11.1％） 2（22.2％） 6（66.7％） 9
合計 7（ 8.8％） 29（36.3％） 54（67.5％） 80














































結婚したい わからない 結婚したくない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 10（83.3％） 2（16.7％） 0（0.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 44（84.6％） 7（13.5％） 1（1.9％） 52
あまり注意していない 12（75.0％） 4（25.0％） 0（0.0％） 16
合計 66（82.5％） 13（16.3％） 1（1.3％） 80
表 7 「自己のプライバシー意識」と「死に際での希望」
大勢の人に
見守られて死にたい わからない 一人で死にたい 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 5（41.7％） 6（50.0％） 1（8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 19（36.5％） 30（57.7％） 3（5.8％） 52
あまり注意していない 5（31.3％） 11（68.8％） 0（0.0％） 16
合計 66（82.5％） 13（16.3％） 1（1.3％） 80



























33.9％、mixi では 30.6％ にとどまった。プライ
表 8 「自己のプライバシー意識」と「ネット依存傾向」
ひまさえあれば
ネットを見ている たまに見る程度 ほとんどしない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 9（75.0％） 2（16.7％） 1（8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 42（80.8％） 9（17.3％） 1（1.9％） 52
あまり注意していない 12（75.0％） 4（25.0％） 0（0.0％） 16
合計 63（78.8％） 15（18.9％） 2（2.5％） 80
表 9 自己のプライバシー意識とケータイ依存傾向
ひまさえあれば
ケータイを見ている たまに見る程度 ほとんどしない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 7（58.3％） 4（33.3％） 1（8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 45（86.5％） 7（13.5％） 0（0.0％） 52
あまり注意していない 12（75.0％） 4（25.0％） 0（0.0％） 16
合計 64（80.0％） 15（18.8％） 1（1.3％） 80
表 10 「自己のプライバシー意識」と「知らない人への態度」
話しかけてもらいたい
ことがよくある たまにある ない 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 5（41.7％） 4（33.3％） 3（25.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 19（36.5％） 28（53.8％） 5（ 9.6％） 52
あまり注意していない 7（43.8％） 7（43.8％） 2（12.5％） 16
合計 31（38.8％） 39（48.8％） 10（12.5％） 80





































注意して生活している 4（33.3％） 3（25.0％） 5（41.7％） 12
多少は注意して生活し
ている 12（23.1％） 30（57.7％） 10（19.2％） 52
あまり注意していない 5（31.3％） 8（50.0％） 3（18.8％） 16
合計 21（26.3％） 41（51.3％） 18（22.5％） 80








注意して生活している 1（ 8.3％） 1（ 8.3％） 10（83.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 7（13.5％） 18（34.6％） 27（51.9％） 52
あまり注意していない 3（18.8％） 6（37.5％） 7（43.8％） 16
合計 11（13.8％） 25（31.3％） 44（55.0％） 80








注意して生活している 6（50.0％） 0（0.0％） 6（50.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 29（55.8％） 0（0.0％） 23（44.2％） 52
あまり注意していない 13（81.3％） 1（6.3％） 2（12.5％） 16
合計 48（60.0％） 1（1.3％） 31（38.8％） 80





























































































注意して生活している 5（41.7％） 6（50.0％） 1（ 8.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 36（69.2％） 13（25.0％） 3（ 5.8％） 52
あまり注意していない 6（37.5％） 6（37.5％） 4（25.0％） 16







注意して生活している 5（41.7％） 3（25.0％） 4（33.3％） 12
多少は注意して生活し
ている 12（23.1％） 33（63.5％） 7（13.5％） 52
あまり注意していない 7（43.8％） 3（18.8％） 6（37.5％） 16
合計 24（30.0％） 39（48.8％） 17（21.3％） 80
表 16 「自分のプライバシー意識」と、「企業による個人情報利用」への態度
販売促進への個人情報
利用はよい、必要 特に考えたことはない よくない、不必要 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 1（ 8.3％） 3（25.0％） 8（66.7％） 12
多少は注意して生活し
ている 17（32.7％） 14（26.9％） 21（40.4％） 52
あまり注意していない 6（37.5％） 4（25.0％） 6（37.5％） 16
合計 24（30.0％） 21（26.3％） 35（43.8％） 80
表 17 「自己のプライバシー意識」と「遺伝情報データベースへの態度」
遺伝子データベース
による捜査は必要 特に考えたことはない よくない、不必要 合計
自分のプライバシーに
注意して生活している 3（25.0％） 3（25.0％） 6（50.0％） 12
多少は注意して生活し
ている 20（23.1％） 19（63.5％） 13（13.5％） 52
あまり注意していない 7（43.8％） 5（31.3％） 4（25.0％） 16
合計 30（37.5％） 27（33.8％） 23（28.8％） 80
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社 会 学 部 紀 要 第118号― １００ ―
Privacy Awareness of Kwansei-Gakuin University Students:
in regard of “Privacy Paradox”
ABSTRACT
Some articles in Europe and America insist that there is a phenomenon called
“privacy paradox”, which means the contradictions or gaps between privacy awareness
and actual privacy concerning behaviors of people. This paper examines whether stu-
dents at a Japanese university (Kwansei-Gakuin University) have such tendencies. We
used a questionnaire survey and discovered “strong” privacy paradoxes between pri-
vacy awareness and behavior concerning surveillance cameras and the national identity
number system, and “weak” privacy paradoxes between privacy awareness and social
media use, desire to be a celebrity, desire to get married, internet dependence, and mo-
bile dependence.
Key Words: privacy paradox, privacy awareness, social media, surveillance society
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